説教要旨「今日という日」
聖書：ヘブライ３章７－１５
3:7 だから、聖霊がこう言われるとおりです。「今日、あなたたちが神の声を聞くなら、

3:8 荒れ野で試練を受けたころ、／神に反抗したときのように、／心をかたくなにしてはならない。

3:9 荒れ野であなたたちの先祖は／わたしを試み、験し、／四十年の間わたしの業を見た。だから、わたしは、その時代の者たちに対して／憤ってこう言った。『彼らはいつも心が迷っており、／わたしの道を認めなかった。』

3:11 そのため、わたしは怒って誓った。『彼らを決してわたしの安息に／あずからせはしない』と。」

3:12 兄弟たち、あなたがたのうちに、信仰のない悪い心を抱いて、生ける神から離れてしまう者がないように注意しなさい。

3:13 あなたがたのうちだれ一人、罪に惑わされてかたくなにならないように、「今日」という日のうちに、日々励まし合いなさい。――

3:14 わたしたちは、最初の確信を最後までしっかりと持ち続けるなら、キリストに連なる者となるのです。――

3:15 それについては、次のように言われています。「今日、あなたたちが神の声を聞くなら、／神に反抗したときのように、／心をかたくなにしてはならない。」
　ヘブライ人への手紙の講解説教を始めましたが、なかなか難しいと感じておられる方が多いのではないかと思います。他方では、ヘブライ人への手紙は新約聖書の中でも豊かな内容を含む書簡です。何とかして、その豊かさを学び取っていただきたいと切に願っています。
何故、ヘブライ人への手紙が難しいと感じられるのか。その理由のひとつは、旧約聖書の引用と共に、旧約聖書の知識が必要とされるからだと思います。旧約聖書は、聖書そのものですが、つい旧約聖書は慣れないという思いがついてまわります。そこに記されているのは、イスラエルの歴史、詳細な律法、そして、詩歌があり、格言集があり、預言まであります。その多様さになかなかついていけないという感じを持つ方がおられると思います。まして、人物〔とその名前〕、地名の多さ、歴史的な事象が次々出てきてとても覚えられません。その他、いろいろの理由で、旧約聖書がなつきにくいと思い、そこから旧約聖書をあまり読まないとの結果を招いてしまいます。しかし、旧約聖書の知識をもってヘブライ人への手紙を読むときにその内容の豊かさに触れることができます。一挙に旧約聖書の知識を獲得することは困難ですが、少しずつ、その知識を蓄え、ヘブライ人への手紙の学びを深めて行きたいと思います。
　さて、今日は３章７－１５を学びますが、私たちは今までキリストは大祭司であることを心して考えよと勧められてきました（３章１）。そして、ヘブライ人への手紙ではモーセが取り上げられました。明言されていませんが、モーセもまた大祭司であるというのがこの手紙の著者の意図ではないかと思われます。そして、ヘブライ人への手紙以外の聖書のほかの個所ではあまりはっきり語られていませんが、イエス･キリストも大祭司であるというのがこの手紙の趣旨であり、モーセと比較して、その務めとそれによってもたされる祝福の何たるかを語ろうとしていると理解できます。
大祭司は、祭司のかしらです。祭司たちの務めは、いけにえを携えて神のみ前に出ることです。レビ１６章１１以下で、大祭司はとりわけ、他の祭司にはできない重要な務め、年に一度だけ自分と他の祭司たち、そしてイスラエルのために聖所の中でももっとも聖なる場所、至聖所まで入っていくことができました。祭司は民を代表し、その代わりに、神の前に出て、いけにえをささげて、神のあがないを約束され、救いの確かさを確認できたのです。
　いかなる宗教といってもよいかと思いますが、どんな宗教でも、神と人間の間の仲介者が必要です。神職とか僧侶とか言われている人、カトリックでは聖職者がそれぞれ神的な存在と宗派の構成者の間に立って仲介をしています。プロテスタントは、万人祭司の教理を奉じていますが、それは一部の人だけしか神の前に出られないという主張を否定したのであって、プロテスタントも牧師や教会役員のように神と信徒の仲介をする者の存在を認めています。ユダヤの宗教において祭司は不可欠でした。彼らの働きゆえにイスラエルの民は神に近づくことができたのでした。モーセはそのような点でまことの大祭司であったということができます。
　モーセもキリストも大祭司としての働きに忠実でありました。ただし、異なっている点がありました。モーセはイスラエルという民族に対して忠実でありました。キリストも忠実さにおいては同様ですが、キリストの場合には天地の創造者である神に忠実でありました。だから、モーセが大祭司であるゆえに受けた幸いはイスラエルの民族に限定されますが、キリストがもたらした贖いの恵みは宇宙的規模まで拡大し、全世界の人々に大きな祝福をもたらすのです。このようにモーセとキリストは忠実な大祭司であられますが、その影響は大きな違いがあります。
　このようにモーセと比較して大祭司キリストのことを考えることをこの手紙の作者は要求しています。そのことはきわめて重要であると言いたいのです。そのために、詩篇９５篇７－１１が引用されます。詩篇９５篇は招きの言葉として用いられますが、これはユダヤ人の礼拝の際そのために朗読されていました。ヘブライ人への手紙の作者は、「聖霊」が語るといいます。聖書は神の言葉です。詩篇もまた神の言葉ですが、あえて、「聖霊」が語るというのです。聖書は神の言葉ですが、それだけに留まらず、この言葉は聞かれます。そして、心に感動を与えたり、喜びを感じさせます。それは魂の奥底で聖霊が働きかけるからです。聖書はただ一つの文書として読まれるだけではありません。その聖書の言葉は聞く者の心の内面にまで届きます。そのときこそ聖霊が働かれます。

　大祭司イエス･キリストのことを深く考えることは重要です。その重要さを聖書を引用しながら語るということは、並外れてこのことが重要という点を明らかにしようとしているのです。大祭司キリストのことを考えることはつまらない聖書知識のひとつだというのではありません。旧約聖書はあまり面白くない、読んだり学んだりするのは面倒だ、とかの理由でこのことを軽んじるならば、それが聖書を通じて語られる聖霊なる神に反抗することにほかなりません。
詩篇９５篇で言われていることはイスラエルの過失、過誤の出来事に基づきます。ヘブライ人への手紙では荒れ野と一般的語彙ですが、旧約聖書詩篇ではメリバ（出エジプト１７：７、民数記２０：１３）、マサ（申命記６：１６）の名が記されています。
荒れ野を旅しているとき、水に欠乏します。そのとき、イスラエルの民は不満の声をあげ、モーセを責め、神に反抗します。このため、約束の地に入ることができず、彼らは４０年間荒れ野を彷徨うことになります。その結果、約束の地カナンに入れたのはヨシュアとカレブの二人と、それからエジプトを脱出した時のイスラエルの子供や孫たちでした。イスラエルの民は神を試み、不平不満を抱き、神に反抗し、背反し、信仰の欠如を露呈しました。ヘブライ人への手紙の作者はこのことを思い起こさせています。
　兄弟たち、とありますが、この手紙の読者たちであり、既にキリスト者になった人々であることは言うまでもありません。彼らに警告をしているのです。信仰のない悪い心を抱き、神から離れることがないようにとの警告です。仰々しく感じられるかもしれません。聖書の言葉を使っていますがそれだけでも大げさな感じもします。けれども、それだけ重要なことを言わんとしているのです。
つまり、キリストが大祭司であるということを重視しないことは、モーセの時代、モーセに反抗した罪と同じだというのです。大祭司キリストを求めない、これは重大な罪なのです〔申命記３２章５１，１コリント１０章１以下、ユダ５，６章参照のこと〕。
私たちはキリストが神であることを否定するのは大きな罪、不信仰といわれると納得するかもしれません。また、キリストが、偉大な宗教的天才、あるいは、キリスト教の開祖であることを否定すると、無知だと思われるかもしれません。しかし、それほどまで、キリストが大祭司であるという点について重視していないのが現実ではないでしょうか。けれどもここでヘブライ人への手紙の作者が明言していることは、大祭司キリストを否定することはかつて荒れ野でモーセに反抗したイスラエルと同罪、あるいはそれ以上だと言われています。これはとても重大な指摘ということができますが、キリストが大祭司である、その務めを忠実に果たすことによってその大きな救いの働きを全うされたという事実を軽視することはそれと共に致命的な救いの根拠を見失うとの真実を如実に示されます。
　大祭司キリストを正当に理解しないままでいると、それは、信仰の欠如、悪しき思いを抱き、生ける神から離れてしまうほどなのです。それほどまでも、大祭司キリストの知識や理解は重大なのです。キリストが大祭司の役割を果たされることによって、私たちはきわめて重大な祝福を確保できます。

　誰ひとり惑わされてはならないのです。大祭司キリストを認めない、軽視する、無理解であるというのは惑わされてしまうことでもあります。私たちは正道を離れることでもあります。

　だから、「今日」という日に、励ましあえといわれています。「今日」とは、この手紙を読んでいる読者にとっての今日です。つまり、この手紙が書かれた直後に読んだ人たちにとってはまさにそのとき、そして、今ここを読んでいる者である私たちにとってはこの瞬間です。そして、それだけではありません。今日は、この手紙が読まれ、学ばれている時ですが、もう一つの意味が隠されています。
ヘブライ人への手紙はおそらく説教として語られたところの文書化だといわれています。つまり、説教を聞かされている今です。礼拝のときの説教ですから、今日の礼拝のときです。礼拝をささげているときこそ今日であり、この瞬間私たちはしっかり大祭司キリストのことを考えなければなりません。そして、そのとき「互いに励ましあっている」のです。同じように神を礼拝し、説教を聞いているときこそ、そこに集まっている者たちが励ましあっているのです。教会の礼拝とはこのような場所なのです。そして、最初の確信を最後まで持ち続けるように、ともいわれていますが、ここで言う最初の確信とはキリストが大祭司であられるという確信に他なりません。キリストが大祭司であるという知識と信仰を与えられても時間と共にその信仰を薄くしたり、忘れたりすることが多いものだというのです。いつの間にかそうなってしまいます。
大祭司キリストを信じ、そのことによってもたされる祝福を感激しなくなってしまうのです。大祭司としてキリストはご自身を贖いの供え物としてささげ〔十字架の上でそれを実現されました〕、私たちは罪を許されます。こうして、神の前で私たちは救われた者として永遠の命を受けるものとされました。キリストが大祭司であるからそれは可能となりました。私たちはこれを最高の信仰－確信として持ち続けるなら、キリストと結合した者とされます。(この項おわり)
